
はじめに

　肥満症，代謝性疾患などの生活習慣病に対する治療法
として，食事療法は最も基本的かつ実践可能なアプロー
チである。近年，食事療法の多様性の一環として，低炭水
化物高脂肪食（ケトン食）や中鎖脂肪酸食などのケトジェ
ニック食に代表される擬似絶食療法が再評価されている。
ケトジェニック食は，生体内においてケトン体の高産生
を誘引する食事組成となっており，ケトン体を介した生
理調節機能を背景として栄養生理学的な観点から臨床応
用が期待されている。加えて，ケトン体をリガンドとす
る細胞膜上受容体の同定により，ケトン体が単なるグル
コースの代替エネルギー源としてだけでなく，シグナル
分子として機能することで生体のエネルギー代謝制御に
関与する可能性が明らかになってきた（図 １ ）。本稿で
は，ケトン体による生理調節機能の作用機序に関連した
最新の知見を，われわれの研究成果とともに概説する。

低炭水化物食による代謝性疾患の 
予防・改善の可能性

　低炭水化物食とは，ヒトにおいて １ 日当たりの炭水
化物摂取量が通常１30g/日未満の食事組成とされ，特に
20g/日未満の低炭水化物高脂肪食はケトン食として知
られている。近年，糖尿病などの生活習慣病や代謝性疾
患における食事療法の多様性の一環として，低炭水化物
食が注目されている。従来，糖尿病などに対する食事療
法に関しては，インスリンの発見まで低糖質食による飢
餓療法が行われていた。その後，インスリン療法の確立
に伴う食事介入の変遷により，低脂肪食が世界的に普及
していたが，近年のDIRECT試験 １ ）やDiet Programによ
るメタ解析 2 ）の結果から，低炭水化物食摂取が肥満症患
者の体重減少を促すことに加え，血糖値，血中LDL・中
性脂肪や高血圧などの心血管疾患危険因子の改善作用を
示すこと 3 ）が報告されるなど，低炭水化物食による代謝
性疾患の予防・改善効果が期待されている。加えて，最
近では，脂質の量ではなく組成を変えたMCT（medium-
chain triglyceride）食に注目が集まっている。MCT食と
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◦ ABSTRACT ◦

　近年，低炭水化物食や断続的断食に代表される擬似絶食療法は，その独自性や特殊性から薬物治療と異なる代替
療法として，肥満症や糖尿病などの代謝性疾患への予防・改善効果が期待されている。これらの食事療法における
実質的な分子実体としてケトン体が指摘されている。さらに，ケトン体に対する細胞膜上受容体の同定により，ケ
トン体が単なるグルコースの代替エネルギー源として働くだけでなく，シグナル分子として機能することで生体の
エネルギー代謝制御に関与する可能性が示唆されている。今後，ケトン体とその受容体を介した分子栄養メカニズ
ムの解明は，栄養管理による先制医療や予防医学への応用が期待される。
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